比較認知発達(ベネッセコーポレーション)研究部門(III.研究活動) by unknown
Title比較認知発達(ベネッセコーポレーション)研究部門(III.研究活動)
Author(s)










5)郷 康 広(2011)ゲノムを通 して我 が身 を知 る～ ヒ トとチ ンパ ン ジー の 問に あ るもの～.第27回 日本 霊長 類 学
会 大会(2011/07/18,犬山).
6)郷 康 広,豊 田敦,会 津 智幸,今 井 啓雄,藤 山秋佐 夫,平 井 啓久(2011)ニホ ンザ ルエ ク ソー ム解 析 ～実 験動 物
化 にむ け た遺伝 的バ ック グラ ウン ドの解 明～.第13回 日本 進化 学会 大会(2011/07/30,京都).
7)郷 康広,豊 田敦,会 津 智幸,今 井 啓雄,藤 山秋佐 夫,平 井 啓久(2011)ニホ ンザ ルエ ク ソー ム解 析 ～実 験動 物
化 にむ け た遺伝 的バ ック グラ ウン ドの解 明～.第27回 日本 霊長類 学 会大 会(2011/07/18,犬山市).
8)早 川卓 志,菅 原 亨,郷 康 広,鵜 殿 俊 史,平 井 啓久,今 井啓雄(2011)チンパ ン ジー3亜 種 にお ける苦味 受容 体
遺伝 子 ファ ミ リー の分子進 化.日 本 進化 学会 第13回 大会(2011/07/30,京都).
9)早 川卓 志,菅 原 亨,郷 康広,鵜 殿 俊史,平 井啓 久,今 井啓 雄(2011)チンパ ンジー の味覚 に地 域差 は あ るか?
～ 分子 遺伝 学 か らの考察 ～.SAGAI4(2011/11/12,熊本).
10)早川卓 志,菅 原 亨,郷 康 広,鵜 殿 俊 史,平 井 啓久,今 井啓雄(2011)チンパ ン ジー3亜 種 にお ける苦味 受容 体
遺伝 子 フ ァ ミ リー の分子進 化.第27回 日本 霊 長類 学会 大会(2011/07/17,犬山).
ll)平井 啓久,平 井 百合子,古 賀 章彦,鵜 殿 俊 史(2011)チンパ ン ジー に あっ て ヒ トに ない染 色体 端部 ゲ ノム不 毛
地 帯:(1)存在 様 式 変 異 か ら推 測 さ れ る非 相 同 染 色 体 問 末 端 組 換 え.第27回 日本 霊 長 類 学 会 大 会
(2011/07/16-18,犬山市).
12)平井 啓久,平 井 百合子,古 賀 章彦,鵜 殿 俊史(2011)チンパ ンジー に あっ て ヒ トに ない染 色体 端部 ゲ ノム不 毛
地 帯:存 在様 式 変異.第62回 染 色体 学会(2011/ll/ll-13,平塚).
13)今井 啓雄,郷 康 広,平 井 啓久(2011)霊長 類 ゲ ノムス ク リー ニ ン グに よる 自然 発生 的遺 伝子 変異 モデ ル の探 索.
第34回 日本神 経科 学会 大 会 シ ンポジ ウム(2011/09/18,横浜).
14)今井 啓雄,鈴 木 南美,松 井淳,郷 康広,石 丸 喜朗,三 坂 巧,阿 部啓 子,平 井 啓 久(2011)苦味受容 体TAS2R16
感 受性 の種 問差 と分 子機構.第27回 日本 霊長 類学 会大 会(2011/07/17,犬山).
15)古賀 章彦,平 井 百合子,平 井 啓久(2011)チンパ ン ジー に あっ て ヒ トにない染 色体 端部 ゲ ノム不 毛地 帯:(2)培
養 細胞 を用 い た組換 え の検 出.第27回 日本霊 長類 学会 大会(2011/07/16-18,犬山市).
16)松井淳,JahnI,IslamMA,RahmanZMM,平井 啓久(2011)ミトコン ドリア ゲ ノムに よ るテ ナ ガザル の分 子
系 統進 化.第27回 日本 霊長類 学 会大 会(2011/07/16-18,犬山市).
17)鈴木 南美,松 井 淳,郷 康広,石 丸喜 朗,三 坂巧,阿 部啓 子,平 井 啓久,今 井 啓雄(2011)ニホ ンザル にお け る
地 域特 異 的な苦 味感 受性 変異.日 本 進化 学会 第13回 大 会(2011/07/30,京都).
18)鈴木 南美,松 井 淳,郷 康広,石 丸喜 朗,三 坂巧,阿 部啓 子,平 井 啓久,今 井 啓雄(2011)ニホ ンザル にお け る
苦 味受 容体TAS2R38の地域 特異 的 な感 受性 変 異.第27回 日本 霊長類 学会 大会(2011/07/17,犬山).
19)今井啓 雄,鈴 木 南美,早 川 卓志,菅 原 亨,松 井 淳,郷 康広,櫻 井 敬 展,石 丸 喜朗,LijieYin,WenshiPan,阿
部 啓 子,三 坂 巧,平 井啓 久(2012)霊長 類 味覚 受 容 体 の進 化.日 本生 理 学会 大会 第89回 大会 シ ンポ ジ ウム
(2012/03/31,松本).
講 演
1)今 井 啓雄(2011/10/12)「霊長 類 バイ オ リソー ス の現状 と展 望」.熊本 大学 第16回 遺伝 子実 験施 設セ ミナー 「バ
イ オ リソー ス最 前線 」.熊 本.












ヒ トの乳児 とニホンザル乳児を対象に、不可能図形 などを用いた奥行 き知覚の能力 の発達や、形態情報 と運動情
報の統合能力の発達について、注視時間を指標に調べた。
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伊 村 知 子(2011)チ ン パ ン ジ ー と ヒ ト に お け る ス リ ッ ト視 条 件 下 の 物 体 認 識.第27回 日 本 霊 長 類 学 会
(2011/07,愛知).




人類進化モデル研究セ ンターは所 内の各種研究の支援やナシ ョナルバイオ リソースプロジェク ト(NBRP)への
サル の供給のために、施設整備、各種母群の維持、飼育 ・繁殖、健康管理をお こな うとともに、これ らのサルにつ
いての種々の研究を推進 している。
2011年度 は、WISH事業の一環 として、チ ンパンジー飼育エ リア内の東西のサンルームの改修 を行 うとともに第
3放飼場にチ ンパ ンジー飼育ケージを新設 した。その うち、東側 のサンルームについては、年度末 より共用を開始
した。また、飼育エ リアの拡大に伴 って、非常勤職員1名 を新規で配置 した。
近年、霊長類研究所 のニホンザル において、全身か らの出血を伴って死亡す る病気(ニ ホンザル血小板減少症)
が発生 していたが、2010年度に外部機 関の協力のもと精力的に研究を進めた結果、本症の原 因は、サル レ トロウ
イル ス4型(SRV-4)であることが明 らか となった。2011年度は、前年度末に設置 した検査管理部が中心 となって
所内のマカ ク属サル全頭のSRV検査を実施 し、感染の疑いのある個体は、すべて隔離棟、検疫棟 に隔離 した。そ
の結果、2011年度以降、新規の発症は1例 も見 られていない。また、8月 よりNBRP経費にて特定助教 を雇用 し、
同症 の発症機序解 明に取 り組む とともに、検査部が中心 となって、SRVの検査法の改良を行った。
NBRPのニホンザルに関しては、 「血小板減少症」の発生に伴い母群は228頭にまで減少 したが、育成群の繁殖
は順調に進んでお り、現在合計350頭のNBRプ ロジェク ト用ニホンザルを飼養 している。
人類進化モデル研究セ ンターの技術職員の居室はセンター棟 に設置 されていたが、本館1階 の旧特別会議室に移
設 された。 これによ り、教員、技術職員、パー ト職員 、研究員 の居室は全て本棟 内に配置 されることとなった。
人事面では2011年8月1日に特定助教の佐藤英次が就任 した。特定研究員 として齊藤暁、東濃篤徳を6月 か ら
採用。非常勤職員 には以下の異動があった。2011年4月よ り教務補佐員に生駒智子、杉本太郎 を採用。サル飼育
担当 として5月 川添智香、荻野奈美、6月前 田布美子、長谷川夕美子、7月江 口聖子、2012年2.月高木朋子、武藤
久美、坂井尚美、3月夏 目尊好、藤森唯 を技能補佐員 に採用。4月 実験補助担 当として安江美雪(技 術補佐員)を
採用。4.月大堀美佳(研 究支援推進員)研 究助成か ら配置換。5月 吉田美千子、6.月江 口聖子、2012年3月伊藤和
子、石 田恵津子、大竹公子(技 能補佐員)、 古橋保志(研 究支援推進員)が 退職 した。
<研 究概要>
A)ゲノム不毛地帯(RCRO)の進化 と意義
平井啓久,古 賀章彦(ゲ ノム多様性分野),平井百合子(技 能補),鵜殿俊史(熊 本サ ンクチュア リ),松林清明(名
誉教授)
RCROの構成要素のひ とつであるサブター ミナルサテライ ト(StSat)をクロー ン化 し、詳細なFISH解析をお こ
なった。チンパ ンジー43個体の染色体を解析 し、変異の状況を明らかに した。減数分裂精母細胞の染色体ブーケ
との関連 からRCROの存在意義を議論 し、論文 としてまとめた。
B)テナガザル類の多様性 と生物地理学
平井啓久,ス ダラス ・バイチャロエン(タ イ動物 園協会,カ セサー ト大学),イスラ ト・ジャハ ン(大 学院生),古
賀章彦(ゲ ノム多様性),平井百合子(技 能補),松井淳(人 類進化モデル研究センター研究員)
ミ トコン ドリアゲノム全塩基の解析か ら、Hoolockhoolockを加 えてテナガザル4属 の分子系統分岐を明らかに
した。シアマンの染色体末端に存在す るヘテロクロマチンのDNAを 解析 し、4属 においてそれぞれ特異的な染色
体上分布パタンを呈することを明らかにした。セン トロメア とテ ロメア周辺のヘテロクロマチンの形成 に関わ る
DNAの関連性 について解析 した。
C)マンソン住血吸虫の性染色体(Z、W)の 進化
平井啓久,平 井百合子(技 能補),フ ィリップ ・ロベルデ(テ キサス大学)
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